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NEWS  RELEASE 

2015 年 8月 27 日 

株式会社サンケイリビング新聞社 

 

 我慢していた、わかってもらえず苦しい、誰に相談すればいい？ 

“更年期”はすべての女性に必ず来る、でも、出口はある  

「女性ホルモンセミナー」で80人が学びました 
 

女性のための生活情報紙「リビング新聞」を発行する株式会社サンケイリビング新聞社（所在地：東京

都千代田区）では、女性の加齢による不調や病気、その原因や対処法を読者に紹介する「明日のカラ

ダ」キャンペーンを実施中です。 

 

8月26日（水）「女性ホルモンセミナー」を開催し、80人の読者が参加。婦人科医の松村圭子先生が、身

体の変化、仕組み、上手に通り抜ける方法、病気のリスクについて解説してくれました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本リリース 及び イベント当日取材 に関する、お問い合わせ先 

株式会社サンケイリビング新聞社 リビング編集部   担当：滑川・丸山・森下まで 

TEL：03-5216-9161      FAX：03-5216-9260     E-mail：cc@sankeiliving.co.jp 

 

 

【参加者の声】 

■なんとなくテレビや雑誌で

分かっていた気がしていた。先

生の説明が分かりやすく、これ

できちんと分かった（47 歳） 

■更年期のつらい症状がいつ

までも続くものではないと医

師から聞けて良かった（51 歳） 

■心配な時は悩まず婦人科に

受診したいと思った（50 歳） 

■どんな症状が更年期とその

後に起こるか、予測の理解が深

められた（50 歳） 

■診察を受けているような気

持ちで聞けた（48 歳） 

 

美肌・美髪など、美にフォーカス

した話を医師に聞いてみたいとい

う声も多数。 

 

今後も更年期世代の女性に健康

情報を届ける「明日のカラダ」を

継続していきます。 

 

←日本内分泌学会と人形町今半が共

同開発した「ホルモンバランス快膳弁

当」セミナー特製版も登場 

 

◆Living くらしナビ「明日のカラダ」 

http://mrs.living.jp/tag/karada 
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